
「成田空港に関する四者協議会」の結果について（概要） 

令和７年１月２４日 

四者協議会 事務局 

【開催概要】 

１ 日 時    令和７年１月２４日（金）午前１０時～ 

２ 場 所    千葉県庁本庁舎５階大会議室 

３ 議 題 

（１）「エアポートシティ（仮称）」実現のための推進主体設立について 

（２）年間発着枠３０万回を超える運用について 

（３）その他 

４ 出席者 

・千葉県知事      熊谷
くまがい

 俊人
としひと

 

・国土交通省航空局局長 平岡
ひらおか

 成
しげ

哲
のり

   

・成田空港周辺９市町長 （成田市、富里市、香取市、山武市、 

栄町、神崎町、多古町、芝山町、横芝光町） 

・成田国際空港株式会社代表取締役  田村
た む ら

 明比古
あ き ひ こ

 

５ 結果概要 

別紙のとおり  

国土交通省、千葉県、空港周辺９市町及び成田国際空港（株）は、

本日、四者協議会を開催し、「エアポートシティ（仮称）」実現のため

の県と空港会社による新たな組織の設立について合意するとともに、

２０２５年冬ダイヤから年間発着枠３４万回で運用すること   

について確認しました。 



《協議会結果概要》 

 

１ 「エアポートシティ（仮称）」実現のための推進主体設立について 

   令和６年９月４日に立ち上げた成田空港「エアポートシティ」推進体制準備

会議において検討を進めてきた、エアポートシティ（仮称）のビジョンや   

ゾーニング案の策定、実施プランに掲げる国際的な産業拠点形成、地域公共交通

ネットワークの構築など広域的な調整が必要な取組を加速化するための   

県と空港会社による新たな組織の設立について協議した。 

   協議の結果、令和７年４月、（仮称）NRT エアポートシティデザインセンターを、

成田空港の更なる機能強化や「新しい成田空港」構想による効果を空港のみなら

ず、周辺地域にも最大限波及させるため、成田空港周辺の地域づくりに関する 

「実施プラン」に掲げた「暮らし」「産業」「インフラ」の各分野における取組を

強力に推進していくことを目的に設立することについて、四者で合意した。 

 

２ 年間発着枠３０万回を超える運用について 

   令和２年３月の四者協議会において、今後協議することとされていた、   

Ｃ滑走路供用開始までの「３０万回を超える運用」について、インバウンドの 

増加を背景とした航空需要の拡大を踏まえ、２０２５年冬ダイヤ（令和７年  

１０月末）から年間発着枠３４万回で運用することについて、四者で確認した。 

 

 

別紙 


